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PERSONAL

名  前：支倉常雄 53歳

出身地：埼玉県さいたま市大宮区

住   居：東京都 亀有

経歴

■支倉常長家 14代当主正隆 実弟

■一般社団法人支倉常長 日西文化協会 関東支部長

■ハポン・ハセクラ後援会 顧問

■株式会社マテックス 営業部長 兼 製造部長
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一般社団法人 支倉常長日西文化協会

日本とスペインの交流の懸け橋となった支倉常長が米沢市出身という伝承に基づき、
その足跡や功績を後世に伝え、日西文化の振興や地域の発展を目指して活動している団体

本部事務局：山形県米沢市万世町桑山4311番地
関東支部：  東京都渋谷区道玄坂2-18-11-602
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2017年 
スペイン王国のフェリペ6世謁見

2022年
 TEN-CHI-JINコンサート
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日西経済友好会 入会のきっかけ

2025年11月15日（土）～11月16日（日）に代々木公園で開催された、
スペインフェスティバル（フィエスタ・デ・エスパーニャ 2025）に支倉常長日西文化協会として、
パネル展・支倉コーヒーの出展を行いました。

その際に、篠原理事がブースにお越しいただきまして、
後日、日西経済友好会のことをご紹介いただき入会に

至りました。



支倉常長とは 6

年号 西暦 出来事

元亀2年 1571年 仙台藩士・支倉常成の子として米沢で生まれる

天正年間～ 1580年代 伊達政宗家臣として豊臣秀吉の朝鮮出兵に従軍

慶長8年 1603年 葛西・大崎一揆鎮圧に従軍

慶長17年 1612年
伊達政宗より通商交渉の使節として西洋派遣を命じられる
第一次出航も暴風により折返（慶長遣欧使節団）

慶長18年 1613年 第二次出航。月の浦（宮城県石巻）から出発

慶長18～19年 1613～1614年 スペインでフェリペ3世に面見 洗礼を受ける

慶長19年 1614年 ローマに到着。教皇パウロ5世に謁見

ローマで日本人初の市民権・貴族位を授与される

元和6年 1620年 帰国（約7年間の遠洋航海を終える）

通商交渉は失敗に終わる

1620年以降 1620～1622年
幕府の禁教政策により冷遇される。
家族に基督教徒疑いの汚名をかぶる

元和7年/8年 1621～1622年8月7日 死去

江戸時代初期の武士で、伊達政宗の命を受けてヨーロッパへ派遣された慶長遣欧使節団の正使
日本初の外交官で、現在まで続く日本・スペイン交流のきっかけとなった人物
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13代当主
支倉常隆



8

伊達宗家34代当主 伊達 泰宗様と父、常隆
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14代当主 支倉正隆

・57歳
・兵庫県尼崎市在住
・システムエンジニア
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支倉常長家 出来事の時系列

2011年3月：東日本大震災
13代常隆 仙台にて被災

2013年6月：日本スペイン交流400周年事業スタート
スペインへ

2014年7月：平成青少年遣欧使節団派遣プロジェクト

2016年：1月2日 13代常隆 交通事故で意識不明状態に

2021年：12月5日13代常隆 死去 75歳

2024年10月：令和遣欧使節団２０２４

2025年11月：支倉常長ローマ教皇謁見 410 周年記念 シンポジウム
 スペインフェスタ出展

2026年1月：支倉常長日西文化協会関東支部新設
 8月：支倉都市同盟チルドレン音楽祭開催
 9月：常長出帆の謎を辿るツアー開催

平成青少年遣欧使節団派遣プロジェクト

令和遣欧使節団２０２４
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日本スペイン交流400周年事業にて
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日本スペイン交流400周年事業にて
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家系のロマン
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平姓伊藤一家支倉氏系図

「へいせいいとういっけはせくらしけいず」

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123


15平姓伊藤一家支倉氏系図

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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支倉家 家系図
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支倉家 家系図

桓武天皇

桓武平氏
・桓武天皇の血を引く皇族が臣籍降下（皇族から離れて臣下となること）して、
「平（たいら）」姓を賜った氏族
・葛原親王系列（武家と繁栄した系列）

伊勢平氏 桓武平氏の流れを汲み、伊勢国（現在の三重県）を本拠地として勢力を築いた
武家一門で、平清盛が政権を樹立したことで知られる一族

平姓伊藤氏 伊勢国の藤原氏一族が平氏（伊勢平氏）の郎党として活動し、平姓を称したケース

・第50代天皇（737年～806年）
・長岡京から平安京へ遷都した天皇として知られる（794ウグイス平安京）

・子だくさん

伊藤 常久
・常陸介常隆の次男
・平清盛に仕え、常陸（ひたち）の支配・管理をしていた。
・奥州討伐の恩賞として川崎町支倉地区を賜ったことで同地に住み始めた

支倉 久成 ・居住地である、支倉を名字にした

支倉家始祖

2代目（1234年没）

しんせきこうか
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支倉家 家系図

支倉 常正

現在へ至る 14代正隆

支倉 常豊（長男） 山口 常成（三男）山口 時正（次男）

・福島県福島市山口に住んでいたため、山口姓にしていた。
・常豊が早死（24歳）したため、支倉姓に戻した

※武士や貴族は、自分たちが領有する土地や、拠点を構えた
 場所の地名を家名（名字）として名乗りました。
これにより「どこの誰か」を明確にしていました。

支倉 常長

実父養子（7歳の時）

常頼（勘三郎）

常信

・支倉家、砂金家の
領地争いの罪で切腹

・1571年山形県米沢生まれ
・7歳のころ、子供がいなかった時正の養子となる
・時正に実子が生まれたため養子縁組
を解消して分家になった（1596年・27歳頃）

【支倉家本家】

・早死（24歳）

・常長死後、家臣がキリスト教信仰していた
罪で切腹となった（1640年没）

・支倉家は断絶になっていたが、常信の代で
復興を許された（1668年）

現在へ至る

息子

孫

（1578年没）

（1614年没） （1600年没）
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常長の母親は？

・実父 山口常成の妻
・近藤縫殿助顕春女（こんどう ぬいのすけ あきはる の むすめ）

・名前・出自・生没年は史料に無い
・生まれは1550年代？
・出羽国・米沢付近の武家？
・キリシタン布教前
・常長が7歳の時に養子に出してしまう
・常長の手紙に「祖母や母を頼む」

画像：AIイメージ
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常長の奥さんは？

1人目の妻：松尾氏の娘
常長が最初に結婚した相手で、伊達家の家臣である
松尾木工（まつお もく）の娘です。
彼女との間には、長女と長男の常頼が生まれました。 

2人目の妻：松浦氏の娘？
常長が慶長4年〜10年（1599年〜1605年）の間に再婚した相手で、
松浦氏（まつうらし）の娘と言われる。
彼女との間には、次女の「くり」と、次男の常道が生まれました。

※夫の留守中と帰国後を支えた強い女性

画像：AIイメージ



21なぜ、常長が選ばれたのか？

①常長は「使（つかい）・番（ばん）」という役目を与えられていた政宗の側近だった。
使番は情報収集をしたり、交渉の使者に立ったりする役目を担い、いつもそば
近くに仕えており、深い信頼関係にありました。 

■伊達政宗は4つの要素を複合的に勘案して、支倉常長を慶長遣欧使節として派遣したの
ではないかと考えています。

②常長は、秀吉の命で政宗が朝鮮に出兵した時にも同行している。
 海を渡って異国を体験している家来の1人でした。 

③常長の力量、資質
海外での常長は、有能で、交渉上手でしかも教養ある人物だと評価されていました。
海外の要人たちの複数の記録に、 常長の力量、資質が優れていると記されている。

④仙台藩から追放されている。
使節が出発する前年、1612年（慶長17）頃に常長は大きな不幸に 見舞われます。
常長の実父が伊達家の財産に関する罪（詐欺や窃 盗などか）で切腹を命じられ
た。常長も連座する形で所領 を没収され、仙台藩から追放されてしまいます。 



22伊達政宗書状（慶長17～18年〔1612～1613〕）8月12日
伊達政宗が重臣の茂庭綱元に宛てた自筆書状。
支倉常成の切腹とその息子の常長の追放を命じている。

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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【現代語訳】

（前略）

さて、支倉六右衛門（常長）の父親（山口常成、あるいは支倉時正）の
件であるが、これまでの不届きな振る舞いや罪科は決して見過ごす
わけにはいかない。

よって、父親に対して直ちに切腹を申し付ける。

本来であれば、その息子である六右衛門（常長）についても、親の罪
に連座して同罪（処刑）とするか、死罪を免じたとしても厳罰に処すべ
きところである。しかしながら、六右衛門本人のこれまでの奉公や働
き、また彼の前途に免じて、命までは取らないこととする。

その代わり、六右衛門については伊達家の領内から追放処分とする。

この旨を本人にしかと申し渡し、速やかに領外へ退去させるように。
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航路について
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1613年10月28日日本（月浦）出帆

慶長遣欧使節ら約180名を乗せたサン・ファン・バウティスタ号は、

石巻の月浦を出帆しました。

一行は太平洋を横断し、スペイン領メキシコのアカプルコを目指しました。

航路 月浦出帆

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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月浦の銅像
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湾の景色

記念碑

記念碑（拡大）

湾

南蛮井戸 南蛮井戸説明
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航路 メキシコ アカプルコ到着

1614年1月28日メキシコ（アカプルコ）到着

約3か月の航海を経て、使節一行はスペイン領メキシコのアカプルコに
到着しました。

アカプルコで歓迎を受けた一行はメキシコを横断し、ヨーロッパを目指
しました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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アカプルコの銅像
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航路 キューバ ハバナ寄港

1614年7月23日キューバ（ハバナ）寄港

メキシコを横断した使節一行は、スペイン艦隊とともに大西洋を渡りスペインを
目指しました。
航海の途中、嵐を避けるためキューバのハバナに寄港しました。
一方、サン・ファン・バウティスタ号は使節をアカプルコまで送り届けた後、日本
へ戻りました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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ハバナの銅像
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航路 スペイン コリア・デル・リオ～セビリア到着

1614年10月21日スペイン（セビリア）到着

大西洋を渡った使節一行は、スペイン南部のセビリアに入り
ました。
ヨーロッパの地に到達した一行は、スペイン国王との交渉に
向けて首都マドリードへ向かいました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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コリア・デル・リオ ハポンの皆さん

ハポンさんどうしの日本での結婚式
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コリア・デル・リオの銅像
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400周年記念事業 コリア・デル・リオ

2013年6月14日皇太子様（当時）訪問

2013年6月13日 13代常隆 訪問
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航路 スペイン マドリード到着

1614年12月5日スペイン（マドリード）到着

使節一行はスペインの首都マドリードに到着しました。
ここでスペイン国王フェリペ3世に謁見し、伊達政宗の書状を
渡して通商と宣教師派遣を求めました。
その後支倉常長は、キリスト教徒の洗礼を受けています。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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航路 フランス サントロペ寄港

1615年10月初旬フランス（サン・トロペ）寄港

スペインを出発した使節一行は、地中海を渡ってローマへ向
かいました。
その途中、嵐を避けるためフランスのサン・トロペに寄港しま
した。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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常長の鼻紙

画像：ローマ アンジェリカ博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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航路 イタリア ローマ到着

1615年10月25日イタリア（ローマ）到着

月浦を出帆してから約2年、使節一行はついに旅の目的地で
あるローマに到着しました。
入市式で歓迎を受けた一行は、その後サンピエトロ宮殿で
ローマ教皇パウロ5世との謁見を果たしました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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ローマパレード

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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ローマ教皇 謁見

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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チヴィタヴェッキア銅像
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航路（復路） スペイン到着

滞在：約数ヶ月〜半年以上（マドリード近郊を含む）

■ローマでの教皇謁見を終えた常長は、「教皇の後押し」というカードを携えて再びマドリードへ
戻ってきました。

■しかし、この時にはすでに日本国内でキリスト教の激しい弾圧（禁教令）が始まっている事実
 をスペイン側は完全に把握していました。
 スペイン政府は一行を歓迎せず、マドリード市内への立ち入りを制限して直ちに退去させよう
としましたが、常長は諦めず、マドリード近郊の修道院などに滞在しながら
「国王からの正式な返書」を求めて必死に粘りました。
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航路（復路） メキシコ アカプルコ到着

1618年4月2日メキシコ（アカプルコ）到着

ローマでの交渉を終えた使節一行は、スペイン、そしてメキシ
コのアカプルコへ戻りました。
ここでサン・ファン・バウティスタ号と合流し、スペイン領フィリ
ピンへ向かいました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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航路（復路） フィリピンマニラ到着

1618年8月10日フィリピン（マニラ）到着

使節一行は、スペイン領フィリピンのマニラに到着しました。
マニラでも通商実現に向けた交渉が2年間にわたり続けられ
ました。

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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サン・ファン・バウティスタ号との別れ

画像：AIイメージ
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1620年9月20日日本（長崎～仙台）帰国

使節一行はマニラから日本の船で帰国し、長崎を経て仙台へ
戻りました。
支倉常長は伊達政宗に各地での交渉の結果を報告し、約7年
にわたる旅を終えました。

帰国 長崎～仙台到着

画像：サン・ファン館HP参照

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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常長直筆の手紙のロマン
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レルマ公爵への手紙のロマン

2013年6月18日にユネスコ「世界の記憶」（記憶遺産）に登録

画像：スペイン シマンカス王立公文書館 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/page5_000241.html
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【和訳】

「我が主君・伊達政宗は、領内のすべての人々にキリスト教へ改宗するよう命じました。
そして私（常長）に対し、スペイン国王陛下とローマ教皇聖下に謁見し、宣教師をさらに派遣して
いただけるよう願い出ることを命じました。
どうか国王陛下への謁見が叶うよう、格別のご配慮を賜りたく存じます。
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マニラで書いた息子への手紙

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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【現代語訳】

（前略）

私たちは無事にマニラへと到着しました。
一緒に海を渡った使節の家来たちや、足軽の者たちもみな大病をすることもなく、元気に過ごしているので安心
してください。
ただし残念なことに、メキシコ（ノビスパン）に滞在していた際、清八、一助、大助の3人が逃亡（脱走）してしまい
ました。このことだけが心残りです。
今、私は殿様（伊達政宗公）から頼まれたお買い物（買い調え）や、日本へ帰るための新しい船の準備（支度）に
追われており、毎日とても忙しく過ごしています。
予定では、来年の6月には必ず日本へ帰り着くつもりです。
それまでの間、留守を守る「おうば様（お祖母様）」や「お母様」のことを大切にし、しっかりと親孝行をして、何事
も油断のないように過ごしなさい。

元和五年（1619年）七月二十五日
ルソン（マニラ）にて
支倉六右衛門（常長）
勘三郎（息子）どのへ」
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常長持ち帰り品のロマン
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慶長遣欧使節関係資料

2001年47点すべてがひとまとめで一挙に国宝に指定

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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慶長遣欧使節関係資料

2013年6月18日にユネスコ「世界の記憶」（記憶遺産）に登録

「支倉常長像」
ロザリオを手に祈る姿を描いた
日本最古級の日本人油絵

「ローマ教皇パウロ五世像」
常長が謁見した教皇の肖像画

「ローマ市公民権証書」
常長がローマの貴族に列せられたことを

証明する羊皮紙の古文書

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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「いつ・どこで」描かれたのか？

折り目（傷）の理由

どうやって発見された？

1615年にフランス人画家クロード・デリュエ？

隠し、守り抜こうとした痕跡

没収されていた宝物の公開
1873年岩倉使節団がきっかけ

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123


57ローマ市の紋章支倉家家紋 ローマが、世界各地
の人々を支配する
様子の紋章

ローマ神話に登場
する動物

ローマ市管理
委員の紋章

画像：仙台市博物館

https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
https://jmapps.ne.jp/scm/det.html?data_id=123
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【現代語訳】

ローマの執政官、ならびに元老院とローマ市民は、以下のように宣言
する。

私たちは、優れた素質、美徳、そして気高さを備えた人物を、ローマ市
民の列に加えること、ならびに最高位の栄誉をもって遇することを常と
してきた。

ここに、東洋の雄大なる国、奥州（VOXV）の国王・伊達政宗（IDATE 
MASAMVNE）の使節として、遥か遠方の海を越えてローマへとやって
来た、フィリッポ・フランシスコ・支倉六右衛門常長（FAXECVRA 
ROCVYEMON）を歓迎する。

彼は、主君である伊達政宗公の親書を携え、キリスト教への深い崇敬
の念を表すために、はるばるローマ教皇のもとへと参じた。その道中、
多大なる困難や危険を克服した彼の熱意と功績は、誠に称賛に値す
るものである。

よって、ローマ市議会は満場一致をもって、この気高き支倉常長、なら
びにその子孫一同に、永久に有効な「ローマ市民権（公民権）」を授与
し、ローマの貴族階級に列することを決定した。

本証書は、彼がローマ市民としてのすべての特権、免除、ならびに名
誉を享受する資格を有することの確固たる証明である。

西暦1615年11月29日、ローマのカピトリーノ丘における議会にてこれを
布告する。
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お墓のロマン



60
仙台 光明寺

宮城県仙台市青葉区青葉町3-1

ルイス・ソテロ慰霊碑
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仙台 光明寺

宮城県仙台市青葉区青葉町3-1

11代 隆からの墓(昭和29年） 常従の墓 常雄の墓



62川崎町の圓福寺

宮城県柴田郡川崎町大字支倉字宿154



63川崎町の圓福寺
宮城県柴田郡川崎町大字支倉字宿154

いかりの印の墓 マリア観音



64大郷町 支倉常長メモリアルパーク
宮城県黒川郡大郷町東成田字山合4-1
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桂蔵寺
宮城県黒川郡大郷町川内字下堰場１２

メモリアルパークの常次の墓

大郷町支倉常長メモリアルパーク



帰国後の常長は？

画像：AIイメージ

政宗に謁見が出来た？出来なかった？
どんな最後を迎えたのか？



政宗の気持ちは？

画像：AIイメージ

常長が、生きて戻ってきたという感激、現実への落胆で複雑だった？
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常長の日記のロマン
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19冊の日記の行方は？

画像：AIイメージ

1879年頃に宮城県庁で保管されていたのを最後に
行方不明
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最後に

• 朝鮮出兵を生き抜いた強靭な肉体と精神力（鉄砲組頭としての実績）

• 外国からの使節や幕府とも対等に渡り合える高い実務・交渉能力（主殿頭としての実績）

• 実父の罪を許し、家名を再興させてくれた政宗への絶対的な忠誠心

現代のビジネスマンにも通じる、大切なサムライ魂
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